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　ここはみなさんが主役のひろばです。 
　身近な話題をどんどんお寄せください。 

▽
１
０
０
�
走
①
菅
野
ま
ど
香

（
草
野
）
15
秒
２
▽
８
０
０
�

走
①
巻
野
美
穂
（
草
野
）
３
分

00
秒
０
▽
80
�
ハ
ー
ド
ル
走
①

佐
藤
蘭
（
飯
樋
）
14
秒
７
▽
走

り
幅
跳
び
①
菅
野
ま
ど
香
（
草

野
）
３
�
58
▽
走
り
高
跳
び
①

佐
藤
愛
理
（
臼
石
）
１
�
11
▽

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
①
浦
住
実

里
（
臼
石
）
25
�
45
▽
４
０
０

�
リ
レ
ー
①
飯
樋
（
佐
藤
舞
・

佐
藤
蘭
・
廣
野
な
つ
み
・
小
林

加
奈
恵
）
１
分
02
秒
７

村
内
小
学
校
陸
上
競
技
大

会
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
公
園
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
」
に
て
、
村
内

３
小
学
校
の
６
年
生
（
一
部

５
年
生
も
含
む
）
80
人
が
出

場
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の

日
、
児
童
ら
は
１
０
０
�
走

や
走
り
高
跳
び
な
ど
７
種
目

で
記
録
を
競
い
ま
し
た
。

大
会
成
績
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。（
各
種
目
１
位
の

み
）

▽
１
０
０
�
走
①
大
谷
吏
樹

（
飯
樋
）
14
秒
６
▽
１
０
０
０

�
走
①
佐
藤
和
史
（
草
野
）
３

分
41
秒
０
▽
80
�
ハ
ー
ド
ル
走

①
須
藤
拓
真
（
飯
樋
）
14
秒
６

▽
走
り
幅
跳
び
①
小
林
悠
（
臼

石
）
３
�
50
▽
走
り
高
跳
び
①

伏
見
將
（
草
野
）
１
�
29
▽
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
①
北
山
慎

（
草
野
）
45
�
75
▽
４
０
０
�

リ
レ
ー
①
飯
樋
（
大
谷
吏
樹
・

佐
藤
駿
・
江
藤
雄
太
・
須
藤
拓

真
）
１
分
00
秒
９

今
年
も
中
学
生
と
相
農
飯

舘
分
校
生
ら
に
よ
っ
て
、
深

谷
の
県
道
沿
い
に
サ
ル
ビ
ア

の
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
花
植
え
は
、
村
の

「
美
し
い
村
づ
く
り
事
業
（
花

い
っ
ぱ
い
運
動
）」
の
一
環
と

し
て
、
学
校
が
総
合
的
学
習

の
時
間
を
利
用
し
て
取
り
組

ん
だ
も
の
で
す
。
昨
年
と
同

じ
１
・
７
㎞
の
花
壇
に
、
赤

や
青
色
の
サ
ル
ビ
ア
合
わ
せ

て
約
１
万
１
、
０
０
０
本
が

植
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
深
谷
行
政
区
の

方
々
や
中
学
生
ら
に
よ
っ
て

管
理
さ
れ
、
花
が
咲
く
夏
か

ら
秋
頃
に
か
け
て
、
道
行
く

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

そ
う
で
す
。

な
お
、
こ
の
取
り
組
み
は
、

原
子
力
等
立
地
地
域
支
援
事

業
の
補
助
金
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

村
議
会
議
員
等
を
長
年
に

わ
た
っ
て
務
め
、
村
勢
進
展

に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、

故
齋
藤
家
隆
さ
ん
（
大
久

保
・
外
内
）
に
、
叙
位
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

叙
位
の
伝
達
は
齋
藤
さ
ん

の
自
宅
で
行
わ
れ
、
鈴
木
和

夫
相
双
地
方
振
興
局
長
か

ら
、
妻
の
節
子
さ
ん
に
位
記

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

草
野
小
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
チ
ー
ム
「
い
い
た

て
Ｊ
Ｆ
Ｃ
」
が
、
原
町
市
に

て
行
わ
れ
た
「
第
58
回
福
島

県
総
合
体
育
大
会
相
双
地
区

予
選
」
の
サ
ッ
カ
ー
小
学
生

の
部
で
見
事
に
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

県
大
会
は
、
７
月
28
日
・

29
日
に
会
津
若
松
市
で
行
わ

れ
ま
す
。

草
野
小
４
年
生
の
児
童
た
ち

が
、
公
民
館
南
側
を
流
れ
る
新
田

川
に
約
８
０
０
匹
の
ヤ
マ
メ
を
放

流
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
原
町
市
の
新
田
川
・

太
田
川
漁
業
協
同
組
合
（
湊
清
一

代
表
理
事
組
合
長
）
が
、
生
態
系

の
維
持
や
環
境
保
全
な
ど
を
目
的

に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
児
童
た
ち
は
稚
魚
が

入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
静
か
に
川
面
に

近
づ
け
、
ゆ
っ
く
り
と
放
流
し
て

い
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
の
部
員
ら

が
、
村
内
の
小
学
校
と
幼
稚

園
で
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
活
動
は
、
同
青
年
部

が
毎
年
６
月
10
日
の
「
商
工

会
の
日
」
に
ち
な
ん
で
行
っ

た
も
の
で
す
。
昨
年
ま
で
は
、

空
き
缶
拾
い
な
ど
を
行
っ
て

き
て
お
り
、
学
校
で
の
奉
仕

作
業
は
今
回
が
初
め
て
。

こ
の
日
、
部
員
ら
は
各
小

学
校
と
幼
稚
園
に
出
向
き
、

学
校
側
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

床
や
水
道
の
修
繕
、
校
舎
周
辺

の
草
刈
り
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
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私
た
ち
の
飯
舘
村
に
大
変
な
こ
と
が
起
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。
起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
今

後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
起
き
な
い
よ

う
、
村
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

つ
ま
り
、「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え

る
」、「
人
の
痛
み
を
知
る
」、「
命
の
大
切
さ
」、

「
も
の
の
良
し
悪
し
の
判
断
を
」、
あ
る
い
は

「
教
育
の
重
要
性
」
と
い
う
の
に
村
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
、

こ
の
機
会
に
全
村
民
が
心
に
誓
っ
た
と
す
る

な
ら
ば
、
今
回
の
こ
と
が
生
き
て
く
る
の
で

は
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

早
速
、
飯
舘
中
学
校
で
は
、
校
長
先
生
が

全
校
生
に
「
命
の
大
切
さ
」
と
「
罪
の
大
き

さ
」、
さ
ら
に
「
動
揺
し
な
い
で
、
目
標
を
も

っ
て
し
っ
か
り
と
」
の
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
全
校
生
が
そ
の
言

葉
の
重
み
を
ズ
ッ
シ
リ
と
心
に
刻
ん
だ
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、「
青
少
年
健
全
育
成
緊
急
村
民

大
会
」
も
間
髪
を
入
れ
ず
開
き
ま
し
た
。
忙

し
い
中
、
３
０
０
人
近
く
の
方
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
青
少
年
健
全
育
成
の
大
事
さ
と

村
民
あ
げ
て
の
運
動
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
提
言
や
決
議
を
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
の
大
会
決
議
の
中
に
は
今
後
の

行
動
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
・
村
が
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
後
ほ
ど
、

全
家
庭
に
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
運
動
推
進
に
努
め
て
下
さ

い
。飯

舘
村
で
は
今
年
か
ら
「
ま
で
い
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。「
ま
で
い
に
子

供
を
育
て
な
い
と

後
で
苦
労
す
っ
と
」
が
、

プ
ラ
ン
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
一
つ
の

言
葉
で
も
あ
り
ま
し
た
。

�
ま
で
い
�
は
、「
心
を
こ
め
て
」、「
手
間
ひ

ま
お
し
ま
ず
」
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
甘
や

か
し
た
り
、
言
い
な
り
に
な
っ
た
り
」
す
る

こ
と
が
、
�
ま
で
い
�
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

今
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
飯
舘
村
を
背
負
う

で
あ
ろ
う
青
少
年
を
�
ま
で
い
�
に
育
て
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

平
成
17
年
６
月
29
日

今
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
の
期
間
で
行
わ
れ
た
「
緑

の
募
金
」
は
、
村
内
の
各
家
庭
、

事
業
所
、
学
校
な
ど
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
村
全
体
の
募
金
総

額
は
38
万
３
２
２
円
で
、
昨
年

度
を
約
４
万
円
上
回
る
金
額
と

な
り
ま
し
た
。

６
月
６
日
に
は
、
村
内
の
小
・

中
学
校
、
飯
舘
分
校
の
生
徒
た

ち
が
役
場
を
訪
れ
、
み
ん
な
の
気

持
ち
が
た
く
さ
ん
こ
も
っ
た
募
金

を
菅
野
教
育
長
へ
手
渡
し
ま
し

た
。

こ
の
ほ
か
、
村
内
の
事
業
所
か

ら
も
多
く
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
県
の
緑

化
推
進
委
員
会
に
集
め
ら
れ
た

後
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

支
援
や
植
樹
祭
等
の
緑
化
活
動

に
使
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
緑
の
募
金
交
付
金
と
し

て
各
学
校
に
交
付
さ
れ
、
様
々
な

緑
化
運
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
五
十
音
順
）

㈲
荒
木
屋

い
い
た
て
福
祉
会

飯
舘
村
森
林
組
合

カ
ク
ダ
イ
建
設
㈱

神
尾
建
設
㈱
飯
舘
支
店

㈲
北
原
商
店

Ｊ
Ａ
そ
う
ま
飯
舘
総
合
支
店

庄
司
建
設
工
業
㈱

㈲
信
和
建
設

㈲
長
谷
川
電
気
工
事

㈱
英
工
務
店

濱
田
建
設
工
業
㈱

㈲
渡
建
工
業

草
野
小
学
校
に
て
、
６
年

生
を
対
象
に
「
森
林
教
室
」

が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
が
森

林
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
相
双
農
林

事
務
所
の
出
前
講
座
で
、
こ

の
日
は
村
森
林
組
合
も
協
力

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
は
じ
め
に
県

職
員
か
ら
森
林
の
役
割
や
木

材
の
利
点
な
ど
に
つ
い
て
、

紙
芝
居
と
ス
ク
リ
ー
ン
を
使

っ
て
説
明
さ
れ
た
後
、
木
工

工
作
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち

は
職
員
ら
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
折
り
た
た
み
式
い

す
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
飯
樋
小
で

６
月
28
日
に
、
臼
石
小
で
７

月
８
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
６
年

生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

き
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

活
動
は
、
学
年
ご
と
に
、

学
校
か
ら
臼
石
、
臼
石
か
ら

飯
樋
、
飯
樋
か
ら
学
校
の
３

ル
ー
ト
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ
を
拾
い

歩
き
ま
し
た
。

こ
の
日
、
生
徒
ら
が
拾
い

集
め
た
ゴ
ミ
の
量
は
、
家
庭

用
ゴ
ミ
袋
で
約
50
袋
。
生
徒

ら
は
、
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の

多
さ
に
驚
き
な
が
ら
も
、
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

相
農
飯
舘
分
校

（
飯
野
信
也
分
校

長
）
の
全
校
生
徒

90
人
が
、
村
内
の

ゴ
ミ
拾
い
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、

身
近
な
環
境
を
美

し
く
保
ち
、
社
会

に
対
す
る
奉
仕
の

心
を
身
に
つ
け
よ

う
と
、
同
校
の
生

徒
会
が
昨
年
に
続

６
月
９
日
に
、
村
内
で

交
通
死
亡
事
故
が
起
き
た

こ
と
を
受
け
、
村
公
民
館

で
「
交
通
事
故
抑
止
緊
急

対
策
会
議
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

交
通
安
全
推
進
団
体
の

関
係
者
ら
22
人
が
出
席
し

た
会
議
で
は
、
今
後
の
事

故
抑
止
対
策
と
し
て
、
事

故
現
場
へ
の
看
板
設
置
や

チ
ラ
シ
の
配
布
、
広
報
活

動
な
ど
に
つ
い
て
確
認
が

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
議
に
先
立
ち
、

出
席
者
ら
が
事
故
現
場
を

訪
れ
、
事
故
の
状
況
等
に

つ
い
て
、
原
町
警
察
署
の

黒
田
典
男
交
通
課
長
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

村
内
で
は
、
平
成
11
年

か
ら
毎
年
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
お
り
、
昨
年

も
２
件
起
き
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者

の
方
も
交
通
ル
ー
ル
を
良

く
守
り
、
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。


